
道の警戒ステージの改定について

改定の考え方

○ ワクチンの接種が進む中、国において、ステージ判断の指標に

ついて見直しを検討する意向が示されている。

○ 一方、道のこれまでのステージの運用において、

・新規感染者数が少ない段階でのステージ区分の意義が薄れて

いる

・国と道の警戒ステージの混同が見られる

といった課題もあり、まずは、警戒ステージについて必要最小限の

見直しを行いつつ、変異株による影響やワクチン接種率の向上に

伴う効果などに係る国の検討状況を踏まえて、改めて、適切な見

直しを行う。
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改定のポイント

●道と国のステージ分類の統一（５段階⇒４段階）
●ステージ判断のための指標の統一

改定案

ステージ １ ２ ３ ４

感染
状況

新規感染者数 －
10万人あたり
２人/週以上

10万人あたり
１５人/週以上

10万人あたり
２５人/週以上

感染経路
不明割合

－ ５０％以上 ５０％以上 ５０％以上

PCR陽性率 － 増加 ５％以上 １０％以上

医療
提供
体制
等の
負荷

医
療
の
逼
迫
具
合

入院
医療

病床
使用率

－ 増加 確保病床の２０％以上 確保病床の５０％以上

入院率 － － ４０％以下 ２５％以下

重症
者用
病床

病床
使用率

－ 増加 確保病床の２０％以上 確保病床の５０％以上

療養者数 － 増加
10万人あたり
２０人以上

10万人あたり
３０人以上

入院率の追加等、指標を統一

従来の警戒ステージ２と３を統合し
新たな警戒ステージ２を設定

２


